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実
写
ド
ラ
マ
（
学
園
忍
者
も
の
） 

３
０
分 

      
 

風
魔
の
小
次
郎 

      

第
二
話 

「
ち
い
さ
な
友
達
の
巻
」 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

脚
本 

大
岡
俊
彦 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
作 

車
田
正
美 

「
風
魔
の
小
次
郎
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
集
英
社
） 
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登
場
人
物 

 
小
次
郎
（
１
６
） 

 
 

 

風
魔
忍
者
。 

 

北
条
姫
子
（
１
６
） 

 
 

白
凰
学
院
総
長
代
理
。 

柳
生
蘭
子
（
１
７
） 

 
 

白
凰
学
院
武
道
指
南
役
。 

 

飛
鳥
武
蔵
（
１
７
） 

 
 

誠
士
館
。
傭
兵
忍
者
。 

壬
生
攻
介
（
１
７
） 

 
 

誠
士
館
。
夜
叉
一
族
。
今
は
松
葉
杖
。 

夜
叉
姫
（
１
８
） 

 
 

 

誠
士
館
。
夜
叉
一
族
の
頭
領
。 

 

飛
鳥
絵
里
奈
（
１
０
） 

 

入
院
中
の
女
の
子
。 

看
護
士
（
２
２
） 

 

夜
叉
八
将
軍
・
陽
炎 

（
１
８
） 

鉄
扇
使
い
。 

夜
叉
八
将
軍
・
紫
炎 

（
１
７
） 

炎
使
い
。 

夜
叉
八
将
軍
・
白
虎 

（
１
６
） 

う
つ
せ
み
使
い
。 

夜
叉
八
将
軍
・
黒
獅
子
（
１
７
） 

豪
腕
の
主
。 

夜
叉
八
将
軍
・
闇
鬼 

（
１
７
） 

盲
目
。 

夜
叉
八
将
軍
・
雷
電 

（
１
７
） 

雷
使
い
。 

夜
叉
八
将
軍
・
妖
水 

（
１
６
） 

ヨ
ー
ヨ
ー
使
い
。 

夜
叉
八
将
軍
・
不
知
火
（
１
６
） 

鉄
拳
使
い
。 

 

風
魔
一
族
・
竜
魔
（
１
８
） 

風
魔
の
長
兄
。
隻
眼
。 

風
魔
一
族
・
劉
鵬
（
１
８
） 

風
魔
の
力
も
ち
。 

風
魔
一
族
・
項
羽
（
１
７
） 

風
魔
の
羽
使
い
。 

風
魔
一
族
・
霧
風
（
１
６
） 

風
魔
の
霧
使
い
。 

風
魔
一
族
・
麗
羅
（
１
５
） 

風
魔
の
炎
使
い
。 

風
魔
一
族
・
兜
丸
（
１
７
） 

風
魔
の
重
鎮
。 
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○
白
凰
学
院
、
校
門
〜
校
庭 

  
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
、
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
堂
々
と
校
門
か
ら
入
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 

く
る
。
ジ
ロ
ジ
ロ
見
る
生
徒
た
ち
。 

小
次
郎
「
と
う
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

と
、
校
旗
を
掲
げ
て
い
る
ポ
ー
ル
の
上
に
飛
び
の
る
。
そ 

 
 

 
 

 
 

 
の
上
か
ら
校
内
を
観
察
。 

小
次
郎
「
グ
ン
モ
ー
ニ
ン
グ
白
凰
学
院
の
女
子
。
オ
レ
か
っ
こ
い
い
？
イ
ケ 

 
 

 
 

て
る
？
（
ヘ
ン
な
ポ
ー
ズ
）」 

 
 

 
 

 
 

 

武
道
部
、
ス
ポ
ー
ツ
部
の
朝
練
。 

小
次
郎
「
し
か
し
意
外
と
カ
ワ
イ
イ
子
多
い
ね
。
で
も
オ
レ
の
姫
子
さ
ま
に 

 
 

 
 

は
負
け
る
ね
。
お
っ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

総
長
室
の
窓
（
３
Ｆ
）
か
ら
手
を
振
る
姫
子
。
小
次
郎
、 

 
 

 
 

 
 

 

調
子
に
乗
っ
て
手
を
振
り
返
す
。
と
、
ぎ
ょ
っ
と
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

姫
子
の
後
ろ
か
ら
蘭
子
が
小
刀
を
投
げ
つ
け
る
。 

小
次
郎
「
あ
ぶ
ね
っ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

と
、
二
本
指
で
そ
の
小
刀
を
額
直
前
で
受
け
止
め
る
。
一 

 
 

 
 

 
 

 

瞬
で
ポ
ー
ル
の
上
か
ら
総
長
室
の
窓
に
飛
び
込
ん
で
入
る 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
。 

 

○
同
、
総
長
室 

  
 

 
 

 
 

 

窓
枠
に
立
つ
小
次
郎
。 

小
次
郎
「
あ
っ
ぶ
ね
ー
じ
ゃ
ね
え
か
！
あ
と
１
ミ
リ
で
脳
に
刺
さ
る
所
だ 

 
 

 
 

よ
！
」 

蘭 

子
「
…
ち
っ
」 

小
次
郎
「
ち
っ
、
か
よ
！
」 

蘭 

子
「
（
か
な
り
怒
っ
て
い
る
）
私
の
言
い
た
い
事
は
分
る
ね
？
バ
カ
小 

 
 

 
 

次
郎
」 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
、
一
瞬
で
消
え
て
、
天
井
の
一
部
が
あ
い
て
顔
を 

 
 

 
 

 
 

 

出
す
。 

小
次
郎
「
そ
う
バ
カ
バ
カ
言
う
な
よ
」 

姫 

子
「
ま
あ
！ 

忍
者
み
た
い
！
」 

小
次
郎
「
（
姫
子
に
ピ
ー
ス
し
つ
つ
）
忍
び
は
目
立
つ
な
、
と
い
う
コ
ト
だ 



 4 

 
 

 
 

ろ
？
」 

姫 

子
「
そ
う
で
す
ね
小
次
郎
。
小
次
郎
は
派
手
で
目
立
つ
か
ら
、
み
ん
な 

 
 

 
 

の
注
目
の
的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」 

小
次
郎
「
（
出
る
）
そ
う
？ 

そ
う
だ
ろ
？ 

ス
タ
ア
の
オ
ー
ラ
っ
て
や
つ 

 
 

 
 

で
す
か
ね
？
」 

姫 

子
「
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」 

蘭 

子
「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
ん
で
る
か
ら
だ
よ
！ 

風
魔
の
小
次
郎
。
今
回 

 
 

 
 

の
指
令
は
野
球
部
の
遠
征
試
合
の
援
護
だ
。
次
の
春
の
甲
子
園
の 

 
 

 
 

予
選
も
兼
ね
て
い
る
」 

 
 

 
 

 
 

 

窓
の
外
の
風
景
。
野
球
部
。 

小
次
郎
「
な
ん
だ
よ
男
か
よ
。
サ
ポ
ー
ト
し
が
い
が
ね
え
な
あ
」 

蘭 

子
「
姫
子
さ
ま
も
同
行
し
て
応
援
に
い
く
が
」 

小
次
郎
「
よ
う
し
、
ど
い
つ
が
白
凰
の
ハ
ン
カ
チ
王
子
だ
い
？ 

小
次
郎
さ 

 
 

 
 

ま
が
甲
子
園
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
連
れ
て
っ
て
や
る
ぜ
！
」 

蘭 

子
「
ゲ
ン
キ
ン
だ
な
あ
」 

姫 

子
「
う
ふ
ふ
」 

 

○
誠
士
館
、
総
長
室 

  
 

 
 

 
 

 

夜
叉
姫
の
前
で
、
夜
叉
八
将
軍
そ
れ
ぞ
れ
名
乗
る
。 

陽 

炎
「
陽
炎
」 

紫 

炎
「
紫
炎
」 

白 

虎
「
白
虎
」 

黒
獅
子
「
黒
獅
子
」 

闇 

鬼
「
闇
鬼
」 

雷 

電
「
雷
電
」 

妖 

水
「
妖
水
」 

不
知
火
「
不
知
火
。
夜
叉
八
将
軍
、
そ
ろ
い
ま
し
た
」 

 
 

 
 

 
 

 

松
葉
杖
を
つ
く
壬
生
。
武
蔵
。 

陽 

炎
「
飛
鳥
武
蔵
。
我
々
八
将
軍
を
召
集
す
る
事
態
と
は
何
だ
？
」 

紫 

炎
「
こ
の
呼
び
出
し
に
何
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
だ
？
」 

武 

蔵
「
…
風
の
一
族
が
来
た
」 

白 

虎
「
！
…
風
魔
。 

風
魔
一
族
が
？
」 

壬 

生
「
私
も
こ
の
目
で
見
て
き
た
よ
。
風
魔
一
族
が
、
白
凰
学
院
の
側
に 
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つ
い
た
」 

黒
獅
子
「
バ
カ
な
…
！ 

風
魔
だ
と
？
」 

壬 

生
「
五
百
年
の
時
を
越
え
て
…
我
々
夜
叉
と
宿
敵
風
魔
が
再
び
闘
う
と 

 
 

 
 

き
が
来
た
の
だ
よ
、
姉
上
」 

夜
叉
姫
「
負
傷
の
壬
生
に
代
わ
り
…
飛
鳥
武
蔵
、
お
前
に
指
揮
権
を
預
け
ま 

 
 

 
 

す
」 

 
 

 
 

 
 

 
ざ
わ
つ
く
八
将
軍
、
壬
生
。 

武 

蔵
「
風
魔
の
小
次
郎
…
。
夜
叉
一
族
が
全
力
で
叩
き
潰
す
！
」 

 

○
遠
征
中
の
バ
ス 

  
 

 
 

 
 

バ
ス
の
上
で
座
っ
た
ま
ま
、
の
ほ
ほ
ん
と
移
動
中
の
小
次
郎
。 

 

●
タ
イ
ト
ル 

「
風
魔
の
小
次
郎
」 

 

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

 

● 

Ｃ
Ｍ 

 

○
タ
イ
ト
ル 

「
第
二
話 

ち
い
さ
な
友
達
の
巻
」 

 

○
夢
の
中
（
黒
バ
ッ
ク
） 

  
 

 
 

 
 

 

苦
し
む
絵
里
奈
（
１
０
）。
強
い
風
が
吹
い
て
い
る
。 

絵
里
奈
「
お
兄
ち
ゃ
ん
…
助
け
て
…
強
い
風
が
来
る
よ
…
お
兄
ち
ゃ
ん
を
吹 

 
 

 
 

き
飛
ば
す
、
強
い
強
い
風
が
来
る
よ
…
！
」 

 

○
中
央
病
院
、
病
室 

 

看
護
士
「
絵
里
奈
ち
ゃ
ん
、
絵
里
奈
ち
ゃ
ん
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

脂
汗
を
か
い
て
起
こ
さ
れ
る
絵
里
奈
。 

絵
里
奈
「
は
っ
！
…
（
息
、
荒
い
）
」 

看
護
士
「
ま
た
う
な
さ
れ
て
た
わ
よ
」 

絵
里
奈
「
…
同
じ
夢
を
見
て
ま
し
た
。
…
風
が
来
る
ん
で
す
。
大
き
く
て
強 
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い
、
風
が
来
る
ん
で
す
」 

 
 

 
 

 
 

 

シ
ャ
ッ
と
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
看
護
士
。 

看
護
士
「
外
で
も
見
ま
し
ょ
う
。
ホ
ラ
、
絵
里
奈
ち
ゃ
ん
外
で
ス
ポ
ー
ツ
し 

 
 

 
 

て
る
人
を
見
る
の
好
き
で
し
ょ
う
？ 

今
日
は
な
ん
か
試
合
が
あ 

 
 

 
 

る
み
た
い
よ
。
…
野
球
の
試
合
み
た
い
ね
」 

 
 

 
 

 
 

 

窓
の
外
を
見
る
絵
里
奈
。
隣
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
白
凰 

 
 

 
 

 
 

 
の
チ
ー
ム
が
到
着
。 

 

○
中
央
病
院
前
グ
ラ
ウ
ン
ド 

  
 

 
 

 
 

 

準
備
す
る
白
凰
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
達
。 

蘭 

子
「
じ
ゃ
小
次
郎
、
今
回
も
よ
ろ
し
く
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
変
装
は
前 

 
 

 
 

回
で
こ
り
ご
り
だ
が
、
な
ん
か
や
り
方
は
あ
る
の
か
？
」 

小
次
郎
「
あ
る
よ
。
オ
レ
た
ち
は
風
の
一
族
。
風
を
見
る
の
は
わ
け
な
い
ぜ
。 

 
 

 
 

…
（
と
、
空
を
見
て
）
あ
っ
ち
に
低
気
圧
、
こ
っ
ち
と
こ
っ
ち
に 

 
 

 
 

高
気
圧
。
…
な
の
で
、
２
５
分
後
、
ラ
イ
ト
方
向
に
吹
く
風
が
来 

 
 

 
 

る
。
流
し
打
ち
で
ス
タ
ン
ド
に
入
る
ね
」 

蘭 

子
「
な
る
ほ
ど
。
風
魔
は
風
を
読
む
の
か
」 

 
 

 
 

 
 

 

姫
子
、
冷
た
い
お
し
ぼ
り
を
み
ん
な
に
配
っ
て
い
る
。
チ 

 
 

 
 

 
 

 

ー
ム
メ
イ
ト
の
友
達
の
よ
う
。 

小
次
郎
「
蘭
子
さ
あ
、
ひ
と
つ
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
」 

蘭 

子
「
な
ん
だ
？
」 

小
次
郎
「
オ
マ
エ
な
ん
で
姫
子
ち
ゃ
ん
の
下
に
つ
く
わ
け
？
」 

蘭 

子
「
な
ん
で
っ
て
…
」 

小
次
郎
「
オ
レ
た
ち
は
忍
者
だ
か
ら
さ
、
風
魔
一
族
は
北
条
家
の
家
来
で
、 

 
 

 
 

何
百
年
も
北
条
家
に
仕
え
て
き
た
訳
じ
ゃ
な
い
？ 

風
魔
と
北
条 

 
 

 
 

は
表
裏
一
体
の
家
同
士
だ
か
ら
さ
、
ま
あ
そ
れ
で
今
回
オ
レ
が
派 

 
 

 
 

遣
さ
れ
て
る
ん
だ
け
ど
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
、
柳
生
家
の
人
だ
か
ら
姫 

 
 

 
 

子
ち
ゃ
ん
に
仕
え
て
る
訳
？
蘭
子
は
」 

蘭 

子
「
柳
生
家
は
代
々
北
条
家
に
仕
え
る
一
族
。
私
の
兄
も
、
父
も
、
姫 

 
 

 
 

子
様
の
お
父
様
の
お
そ
ば
で
働
い
て
い
る
。
私
は
女
と
い
う
こ
と 

 
 

 
 

も
あ
り
、
姫
子
様
の
お
世
話
を
ず
っ
と
し
て
き
た
」 

小
次
郎
「
ふ
ん
ふ
ん
」 

蘭 

子
「
…
訳
で
も
な
い
が
な
」 
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小
次
郎
「
ふ
ん
？
」 

蘭 

子
「
な
ん
て
い
う
か
な
、
私
は
姫
子
様
が
好
き
な
の
だ
。
…
あ
の
お
人 

 
 

 
 

柄
だ
、
少
し
ぼ
け
た
所
も
あ
る
け
ど
、
そ
れ
で
も
正
直
だ
し
、
誠 

 
 

 
 

実
だ
。
自
分
の
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
の
大
き
さ
に
胸
を
痛 

 
 

 
 

め
て
ら
っ
し
ゃ
る
。
私
が
力
に
な
れ
る
な
ら
な
り
た
い
。
考
え
て 

 
 

 
 

は
い
け
な
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
多
分
、
姫
子
様
が
北
条 

 
 

 
 

家
の
人
間
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
私
は
彼
女
の
力
に
な
り
た
い
と 

 
 

 
 

思
う
だ
ろ
う
な
」 

小
次
郎
「
…
蘭
子
、
オ
メ
エ
い
い
奴
だ
な
」 

蘭 

子
「
な
ん
だ
よ
や
ぶ
か
ら
棒
に
」 

小
次
郎
「
い
や
、
そ
れ
を
聞
い
て
安
心
し
た
。
…
忍
び
は
裏
か
ら
助
け
る
の 

 
 

 
 

が
仕
事
さ
。
そ
の
存
在
さ
え
気
づ
か
れ
ぬ
様
に
。
…
ち
ょ
っ
と
、 

 
 

 
 

風
、
見
て
く
る
」 

 
 

 
 

 
 

と
、
ま
た
も
ポ
ー
ル
の
上
に
飛
び
の
る
小
次
郎
。 

蘭 

子
「
な
ん
だ
よ
小
次
郎
の
奴
…
」 

 

○
ポ
ー
ル
の
上 

  
 

 
 

 
 

逆
立
ち
し
た
り
、
色
々
と
変
な
ポ
ー
ズ
で
風
を
読
む
小
次
郎
。 

小
次
郎
「
さ
て
と
こ
こ
の
地
形
は
っ
と
。
…
あ
ー
こ
っ
か
ら
あ
っ
こ
に
龍
脈 

 
 

 
 

が
通
っ
て
て
、
奇
門
遁
甲
三
十
六
計
ム
ニ
ャ
ム
ニ
ャ
ム
ニ
ャ
… 

 
 

 
 

（
計
算
中
）
よ
し
わ
か
っ
た
！
」 

 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド 

  
 

 
 

 
 

 

蘭
子
の
ケ
ー
タ
イ
に
か
か
っ
て
く
る
。 

小
次
郎
（
声
）「
正
確
に
い
う
ぜ
。
し
ば
ら
く
追
い
風
で
、
１
２
分
後
、
突 

 
 

 
 

然
無
風
。
１
６
分
後
か
ら
５
分
間
逆
風
な
の
で
、
フ
ラ
イ
は
捕
れ 

 
 

 
 

る
。
あ
と
、
２
２
分
後
、
ラ
イ
ト
方
向
に
大
き
い
風
ね
」 

 
 

 
 

 
 

 

メ
モ
を
取
ら
せ
る
蘭
子
。 

小
次
郎
（
声
）「
し
か
し
ケ
ー
タ
イ
っ
て
便
利
だ
ね
」 

蘭 

子
「
お
ま
え
ケ
ー
タ
イ
も
知
ら
な
か
っ
た
の
か
よ
」 

 

○
ポ
ー
ル
の
上 



 8 

 

小
次
郎
「
っ
た
り
め
え
だ
よ
。
こ
ち
と
ら
山
里
育
ち
だ
ぜ
！ 

風
魔
の
里
に 

 
 

 
 

は
電
波
な
ん
て
届
い
て
ね
ー
っ
つ
の
！
」 

蘭 
子
（
声
）「
わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
！
そ
の
ケ
ー
タ
イ
は
支
給
品
だ
か
ら 

 
 

 
 

く
れ
ぐ
れ
も
壊
す
な
よ
！
」 

小
次
郎
「
ヘ
イ
ヘ
イ
。
ひ
と
言
多
い
ん
だ
よ
な
あ
あ
の
ド
ブ
ス
。
…
ん
？
」 

 
 

 
 

 
 

 
向
い
の
病
院
の
窓
か
ら
、
絵
里
奈
が
試
合
を
見
て
い
る
。 

 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド 

  
 

 
 

 
 

 

白
凰
学
院 

対 
誠
士
館
。 

 
 

 
 

 
 

 

白
凰
が
打
つ
と
、
追
い
風
で
大
き
く
の
び
て
、
外
野
手
が 

 
 

 
 

 
 

 

取
り
こ
ぼ
す
。 

 

○
ポ
ー
ル
の
上 

 

小
次
郎
「
オ
ッ
ケ
ー
ッ
！ 

早
速
オ
レ
様
の
予
報
大
当
た
り
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

だ
が
、
一
塁
手
は
タ
ッ
チ
プ
レ
イ
の
振
り
を
し
て
肘
を
入 

 
 

 
 

 
 

 

れ
る
（
夜
叉
の
入
れ
墨
が
ち
ら
り
と
見
え
る
）
。 

小
次
郎
「
あ
い
つ
…
夜
叉
だ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

ラ
ン
ナ
ー
は
め
げ
ず
に
盗
塁
。
し
か
し
二
塁
手
も
ボ
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 

を
取
る
ふ
り
を
し
て
肘
を
顔
面
に
入
れ
、
そ
こ
に
捕
手
か 

 
 

 
 

 
 

 

ら
の
ボ
ー
ル
が
直
撃
（
二
塁
手
も
夜
叉
の
入
れ
墨
）
。 

小
次
郎
「
ク
ソ
夜
叉
！ 

ち
ゃ
ん
と
野
球
や
ら
せ
て
や
れ
よ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

担
架
で
運
ば
れ
る
ラ
ン
ナ
ー
。
心
配
す
る
姫
子
、
蘭
子
。 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
、
風
の
術
。
フ
ッ
と
風
を
吹
く
。
フ
ァ
ー
ス
ト
で 

 
 

 
 

 
 

 

の
ク
ロ
ス
プ
レ
ー
、
一
塁
手
が
な
ぜ
か
塁
か
ら
ふ
わ
っ
と 

 
 

 
 

 
 

 

浮
い
て
セ
ー
フ
。
一
塁
手
当
惑
、
着
地
で
転
ぶ
。 

 
 

 
 

 
 

 

次
の
打
球
は
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
ナ
ー
。
小
次
郎
、
風
の
術
で 

 
 

 
 

 
 

 

フ
ッ
と
吹
く
と
二
塁
手
の
帽
子
が
飛
ぶ
。
慌
て
た
瞬
間
に 

 
 

 
 

 
 

 

打
球
が
顔
面
を
直
撃
。 

小
次
郎
「
こ
れ
で
ち
っ
と
は
大
人
し
く
な
る
だ
ろ
う
…
待
て
よ
！ 

今
日
の 

 
 

 
 

姫
子
ち
ゃ
ん
は
ス
カ
ー
ト
…
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

フ
ッ
と
吹
い
て
応
援
中
の
姫
子
の
ス
カ
ー
ト
を
狙
う
。
が
、 
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前
を
丁
度
ガ
タ
イ
の
い
い
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
通
り
マ
ス
ク 

 
 

 
 

 
 

 

が
飛
ぶ
。 

小
次
郎
「
ち
が
ー
う
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
吹
く
。
今
度
は
蘭
子
が
通
り
、
長
い
ス
カ
ー
ト
が
め 

 
 

 
 

 
 

 

く
れ
る
。 

小
次
郎
「
オ
エ
ー
ッ
！ 

見
た
く
ね
え
よ
オ
マ
エ
の
パ
ン
ツ
な
ん
て
よ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 
ま
た
も
や
蘭
子
か
ら
小
刀
が
額
め
が
け
て
飛
ん
で
く
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

真
剣
白
刃
取
り
す
る
小
次
郎
。 

小
次
郎
「
あ
っ
ぶ
ね
あ
ぶ
ね
っ
。
ア
イ
ツ
手
裏
剣
の
才
能
あ
る
ぜ
」 

 
 

 
 

 
 

 

風
が
ま
た
強
く
な
り
、
フ
ラ
イ
が
予
想
以
上
に
の
び
て
ポ 

 
 

 
 

 
 

 

テ
ン
ヒ
ッ
ト
。 

小
次
郎
「
よ
っ
し
ゃ
！
オ
レ
様
の
風
予
報
は
ヨ
シ
ズ
ミ
以
上
だ
ぜ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

窓
の
絵
里
奈
も
フ
ラ
イ
を
落
し
た
の
を
見
て
手
を
叩
い
て 

 
 

 
 

 
 

 

い
る
。
ふ
と
ポ
ー
ル
の
上
の
小
次
郎
に
気
づ
く
絵
里
奈
。 

小
次
郎
「
（
絵
里
奈
に
）
次
の
ボ
ー
ル
は
レ
フ
ト
に
流
れ
る
ぜ
！
」 

絵
里
奈
「
？
」 

小
次
郎
「
（
次
の
ボ
ー
ル
は
レ
フ
ト
に
流
れ
る
、
を
ゼ
ス
チ
ャ
ー
で
）
」 

絵
里
奈
「
？
？
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

打
っ
た
白
凰
の
ボ
ー
ル
は
レ
フ
ト
に
流
れ
、
ヒ
ッ
ト
。 

 
 

 
 

 
 

 

あ
っ
、
と
意
味
に
気
づ
く
絵
里
奈
。
小
次
郎
、
ポ
ー
ル
の 

 
 

 
 

 
 

 

上
か
ら
病
院
の
窓
に
ジ
ャ
ン
プ
。 

 

○
病
室 

  
 

 
 

 
 

 

窓
枠
に
立
つ
小
次
郎
。
び
っ
く
り
す
る
絵
里
奈
。
小
次
郎
、 

 
 

 
 

 
 

 

あ
け
て
よ
と
ゼ
ス
チ
ャ
ー
。絵
里
奈
、
窓
の
鍵
を
開
け
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

ガ
ラ
リ
と
窓
を
開
け
て
入
っ
て
く
る
小
次
郎
。
大
き
く
て 

 
 

 
 

 
 

 

強
い
風
が
吹
き
込
む
。 

絵
里
奈
「
き
ゃ
っ
！
」 

小
次
郎
「
ど
う
し
た
？
」 

絵
里
奈
「
強
い
…
大
き
い
風
が
…
！
」 

小
次
郎
「
だ
ー
い
じ
ょ
ー
ぶ
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
風
は
吹
か
な
い
」 

絵
里
奈
「
な
ん
で
分
る
の
？
」 

小
次
郎
「
指
な
め
て
み
な
、
こ
ー
や
っ
て
」 
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絵
里
奈
「
（
マ
ネ
を
し
て
な
め
て
、
一
本
指
を
立
て
る
）」 

小
次
郎
「
で
、
こ
う
突
き
出
す
と
、
涼
し
い
方
向
が
風
上
だ
」 

絵
里
奈
「
あ
。
こ
っ
ち
か
ら
風
が
」 

小
次
郎
「
こ
れ
が
止
む
ぞ
。
３
、
２
、
１
」 

絵
里
奈
「
…
あ
っ
」 

小
次
郎
「
な
！
？
言
っ
た
通
り
だ
ろ
？
無
風
だ
！
」 

絵
里
奈
「
ホ
ン
ト
だ
！
な
ん
で
分
る
の
？
」 

小
次
郎
「
オ
レ
、
風
の
使
者
（
え
っ
へ
ん
）」 

絵
里
奈
「
風
の
使
者
さ
ん
は
、
ど
う
や
っ
て
あ
そ
こ
に
登
っ
た
の
？
」 

小
次
郎
「
ど
う
や
っ
て
っ
て
…
え
、
ぴ
ょ
ー
ん
っ
て
」 

絵
里
奈
「
す
ご
い
な
あ
。
私
ね
、
体
が
丈
夫
じ
ゃ
な
い
の
。
お
医
者
様
か
ら 

 
 

 
 

運
動
を
禁
止
さ
れ
て
る
の
」 

小
次
郎
「
だ
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ず
っ
と
見
て
た
の
か
」 

絵
里
奈
「
う
ん
。
体
を
使
っ
て
何
か
す
る
っ
て
楽
し
そ
う
」 

小
次
郎
「
楽
し
い
よ
。
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
び
回
る
の
さ
。
キ
ミ
名
前
は
？
」 

絵
里
奈
「
絵
里
奈
。
飛
鳥
絵
里
奈
」 

小
次
郎
「
絵
里
奈
。
オ
レ
小
次
郎
」 

絵
里
奈
「
名
字
は
？
」 

小
次
郎
「
え
ー
と
ね
、
な
い
ん
だ
」 

絵
里
奈
「
な
い
の
？
ウ
ソ
だ
あ
」 

小
次
郎
「
ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
よ
。
一
族
の
方
針
で
ね
、
っ
て
も
わ
か
ん
ね
え
か
。 

 
 

 
 

そ
れ
よ
り
さ
、
あ
と
１
分
で
ま
た
風
が
吹
く
ぜ
」 

絵
里
奈
「
ど
っ
ち
に
？
」 

小
次
郎
「
逆
に
」 

 
 

 
 

 
 

 

外
を
見
る
絵
里
奈
。 

小
次
郎
「
体
、
治
る
の
か
い
？
」 

絵
里
奈
「
治
ら
な
い
か
も
、
っ
て
思
っ
て
る
」 

小
次
郎
「
な
ん
で
？
」 

絵
里
奈
「
み
ん
な
が
き
っ
と
治
る
よ
、
っ
て
言
う
か
ら
。
み
ん
な
が
み
ん
な 

 
 

 
 

同
じ
こ
と
言
う
と
き
は
、
た
い
て
い
ウ
ソ
だ
よ
ね
」 

小
次
郎
「
絵
里
奈
頭
い
い
な
」 

絵
里
奈
「
そ
う
？ 

小
次
郎
は
バ
カ
な
の
？
」 

小
次
郎
「
う
ん
。
…
っ
て
何
言
わ
せ
ん
だ
よ
！ 

あ
、
ホ
ラ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

ポ
ー
ル
の
上
の
旗
が
逆
方
向
に
な
び
く
。 
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小
次
郎
「
思
っ
た
よ
り
低
気
圧
が
速
い
な
。
ち
ょ
っ
く
ら
仕
事
に
戻
る
わ
。 

 
 

 
 

絵
里
奈
、
ガ
ン
バ
レ
よ
！
（
と
窓
枠
に
立
つ
）」 

絵
里
奈
「
小
次
郎
、
私
と
メ
ル
友
に
な
っ
て
よ
？
」 

小
次
郎
「
メ
ル
友
？ 

メ
ル
友
っ
て
何
だ
？
」 

絵
里
奈
「
ケ
ー
タ
イ
も
っ
て
な
い
の
？
」 

小
次
郎
「
使
い
方
わ
か
ん
ね
え
ん
だ
よ
」 

絵
里
奈
「
う
ー
ん
、
文
通
友
達
っ
て
感
じ
か
な
？
」 

小
次
郎
「
分
か
っ
た
！
じ
ゃ
あ
手
紙
書
く
よ
！ 

オ
レ
た
ち
友
達
！
（
ヘ
ン 

 
 

 
 

な
ゼ
ス
チ
ャ
ー
）」 

 
 

 
 

 
 

 

笑
う
絵
里
奈
。
窓
か
ら
去
っ
て
い
く
。 

 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 

蘭 

子
「
小
次
郎
！
ど
こ
い
っ
て
た
ん
だ
よ
！ 
風
の
予
報
が
違
う
ぞ
！
」 

小
次
郎
「
わ
り
い
わ
り
い
！ 

え
っ
と
ね
…
」 

 

○
病
室 

  
 

 
 

 
 

絵
里
奈
の
主
観
。
蘭
子
と
話
す
小
次
郎
。
絵
里
奈
に
気
づ
い 

 
 

 
 

 
 

て
手
を
振
る
。
手
を
振
る
絵
里
奈
。 

  
 

 
 

 
 

ノ
ッ
ク
の
音
。
振
り
向
く
絵
里
奈
、
笑
顔
に
。 

絵
里
奈
「
お
兄
ち
ゃ
ん
！ 

来
て
く
れ
た
ん
だ
！
」 

 
 

 
 

 
 

花
束
を
持
っ
た
男
、
武
蔵
。 

武 

蔵
「
絵
里
奈
。
今
日
は
調
子
が
良
さ
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
？
窓
も
あ
け
っ 

 
 

 
 

ぱ
な
し
で
大
丈
夫
か
」 

絵
里
奈
「
う
ん
！ 

風
向
き
が
ね
、
変
わ
っ
た
の
！
」 

武 

蔵
「
風
向
き
？
…
」 

 

● 

Ｃ
Ｍ 

 

○
病
院
の
前
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
横 

  
 

 
 

 
 

 

既
に
集
結
し
て
い
る
八
将
軍
。
や
っ
て
く
る
武
蔵
。 
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武 

蔵
「
約
束
の
時
間
に
は
ま
だ
あ
る
筈
だ
が
…
？
」 

陽 

炎
「
た
し
か
め
て
お
き
た
い
事
が
あ
る
」 

武 

蔵
「
な
ん
だ
…
？
」 

陽 
炎
「
我
ら
夜
叉
の
忍
び
１
０
８
忍
、
全
て
は
夜
叉
姫
の
下
に
対
等
な
筈 

 
 

 
 

だ
。
そ
れ
が
わ
ざ
わ
ざ
八
将
軍
を
集
め
て
貴
様
が
指
揮
す
る
の
は
、 

 
 

 
 

飛
鳥
武
蔵
よ
、
お
ま
え
が
夜
叉
を
の
っ
と
る
為
で
は
な
い
か
？
」 

武 

蔵
「
な
に
？
」 

紫 

炎
「
我
々
が
治
め
て
い
た
地
域
を
放
り
出
し
て
ま
で
こ
こ
に
集
ま
っ
て 

 
 

 
 

い
る
、
…
と
い
う
こ
と
は
各
地
は
手
薄
だ
。
武
蔵
よ
、
お
前
の
指 

 
 

 
 

示
は
い
ら
ぬ
混
乱
を
招
い
て
い
る
。
そ
の
機
に
乗
じ
る
つ
も
り
で 

 
 

 
 

あ
ろ
う
」 

武 

蔵
「
そ
ん
な
小
さ
な
策
を
弄
す
る
男
に
見
え
る
か
」 

紫 

炎
「
見
え
る
さ
！ 

病
弱
な
妹
の
治
療
費
を
稼
ぐ
た
め
に
傭
兵
忍
者
を 

 
 

 
 

や
っ
て
い
る
お
前
は
な
！
」 

武 

蔵
「
な
に
が
言
い
た
い
？
（
木
刀
に
手
を
か
け
る
）」 

陽 

炎
「
オ
マ
エ
は
元
々
夜
叉
の
人
間
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
！ 

い
つ
裏
切 

 
 

 
 

る
か
分
ら
ん
と
い
う
こ
と
だ
！
」 

武 

蔵
「
で
は
…
こ
こ
で
こ
の
剣
に
聞
い
て
み
る
か
（
木
刀
を
取
り
出
す
）
」 

 
 

 
 

 
 

 

壬
生
が
到
着
。 

壬 

生
「
武
蔵
！ 

こ
こ
で
仲
間
割
れ
し
て
ど
う
す
る
？ 

今
日
集
ま
っ
た 

 
 

 
 

の
は
風
魔
を
倒
す
た
め
だ
ろ
う
？
」 

雷 

電
「
そ
う
だ
！
我
々
八
将
軍
対
一
人
の
風
魔
。
ど
れ
ほ
ど
の
男
か
早
く 

 
 

 
 

見
せ
て
み
ろ
！
」 

 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド 

  
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
、
姫
子
手
製
の
豪
華
弁
当
に
デ
レ
デ
レ
し
て
い
る
。 

 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
横 

 

武 

蔵
「
…
こ
の
山
猿
が
…
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

武
蔵
の
目
の
色
が
金
色
に
変
わ
る
。
小
次
郎
、
そ
の
気
配 

 
 

 
 

 
 

 

に
ビ
ク
ッ
と
な
る
。
武
蔵
た
ち
に
気
づ
い
て
ニ
ヤ
ッ
。
武 

 
 

 
 

 
 

 

蔵
、
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
裏
を
木
刀
で
指
す
。
小
次
郎
、 
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う
な
づ
く
。
武
蔵
達
、
飛
ぶ
。 

 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 

姫 

子
「
小
次
郎
、
ど
う
し
ま
し
た
？
」 

小
次
郎
「
い
や
、
ち
ょ
っ
と
、
友
達
が
来
た
ん
で
相
手
し
て
き
ま
す
」 

姫 

子
「
ま
あ
お
友
達
！ 

ど
ん
な
方
で
す
か
？
私
に
も
紹
介
し
て
下
さ
い 

 
 

 
 

よ
？
」 

小
次
郎
「
ち
ょ
お
っ
と
ム
リ
か
も
な
あ
…
ま
、
そ
の
う
ち
に
」 

姫 

子
「
ぜ
ひ
！
」 

小
次
郎
「
（
蘭
子
に
）
蘭
子
！
四
時
か
っ
き
り
、
レ
フ
ト
方
向
に
強
い
突
風
。 

 
 

 
 

ス
ラ
イ
ダ
ー
投
げ
て
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
な
る
位
の
横
風
だ
！
そ
こ 

 
 

 
 

を
狙
え
！
」 

蘭 

子
「
わ
か
っ
た
！
」 

 

○
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
裏 

  
 

 
 

 
 

 

武
蔵
、
松
葉
杖
の
壬
生
、
八
将
軍
が
待
機
。 

小
次
郎
「
お
う
お
う
お
う
お
う
！ 

雁
首
そ
ろ
え
て
お
で
ま
し
だ
な
！
夜
叉 

 
 

 
 

の
オ
ッ
サ
ン
達
！ 

そ
ん
な
に
こ
の
風
魔
の
小
次
郎
さ
ま
が
怖
い 

 
 

 
 

か
ね
！ 

オ
イ
こ
な
い
だ
の
！ 

折
れ
た
肋
骨
は
つ
な
が
っ
た 

 
 

 
 

か
？
」 

壬 

生
「
…
！
（
神
経
質
に
眉
を
ぴ
く
り
と
さ
せ
る
）
」 

武 

蔵
「
壬
生
。
今
日
は
オ
レ
が
や
る
。
い
い
な
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

長
い
木
刀
を
構
え
る
武
蔵
。 

武 

蔵
「
誠
士
館
の
飛
鳥
武
蔵
。
全
力
を
挙
げ
て
風
魔
の
小
次
郎
、
貴
様
を 

 
 

 
 

倒
す
」 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
気
に
は
じ
か
れ
る
よ
う
に
構
え
る
小
次
郎
。 

小
次
郎
「
な
げ
え
ー
。
こ
ん
な
長
い
木
刀
は
じ
め
て
み
た
ぜ
…
」 

武 

蔵
「
ど
う
し
た
？ 

来
ん
の
な
ら
こ
ち
ら
か
ら
ゆ
く
ぞ
！
」 

小
次
郎
「
ち
い
ー
ッ
」 

 
 

 
 

 
 

 

踏
込
む
小
次
郎
。
二
、
三
合
の
の
ち
、
宙
に
舞
う
。 

小
次
郎
「
や
っ
た
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

武
蔵
の
脳
天
を
叩
き
割
る
イ
メ
ー
ジ
。 
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小
次
郎
「
な
に
ッ
！
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

だ
が
武
蔵
は
そ
こ
に
い
な
い
。
数
メ
ー
ト
ル
遠
く
に
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

踏
込
む
小
次
郎
。
だ
が
ま
た
も
一
瞬
で
遠
く
に
い
る
武
蔵
。 

小
次
郎
「
こ
の
男
…
影
を
踏
ま
せ
ね
え
…
。
あ
わ
て
る
な
、
目
の
前
の
敵
は 

 
 

 
 

残
像
だ
…
一
瞬
で
遠
く
に
行
く
前
に
ヤ
ツ
の
本
体
を
叩
け
ば
…
」 

 
 

 
 

 
 

 

攻
め
て
く
る
武
蔵
。
突
き
を
主
体
に
し
た
連
撃
。
小
次
郎 

 
 

 
 

 
 

 
は
は
じ
く
だ
け
で
精
一
杯
。 

 

○
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
表 

  
 

 
 

 
 

 

時
計
は
３
時
５
９
分
。
「
９
回
裏
」
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の 

 
 

 
 

 
 

 

裏
か
ら
、
武
蔵
の
長
刀
が
つ
き
や
ぶ
っ
て
く
る
。 

 

○
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
裏 

  
 

 
 

 
 

 

ギ
リ
ギ
リ
で
突
き
を
か
わ
し
た
小
次
郎
。
後
ろ
の
壁
（
９ 

 
 

 
 

 
 

 

回
裏
）
に
さ
さ
っ
た
武
蔵
の
長
刀
。 

小
次
郎
「
フ
ゥ
…
フ
ゥ
…
フ
ゥ
…
オ
マ
エ
の
木
刀
、
た
だ
長
え
だ
け
じ
ゃ
ね 

 
 

 
 

え
ん
だ
な
」 

武 

蔵
「
命
を
奪
る
の
に
こ
こ
ま
で
時
間
を
か
け
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

…
出
せ
よ
、
壬
生
を
傷
つ
け
た
技
」 

小
次
郎
「
う
る
せ
ェ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

離
れ
る
両
者
。
小
次
郎
、
風
魔
烈
風
。 

小
次
郎
「
風
魔
烈
風
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

巻
き
起
こ
る
風
。
武
蔵
、
そ
の
風
を
青
眼
の
構
え
で
流
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

切
っ
先
が
風
を
分
け
て
ゆ
く
。
踏
込
ん
で
く
る
小
次
郎
に
、 

 
 

 
 

 
 

 

剣
先
を
あ
わ
せ
る
武
蔵
。 

武 

蔵
「
飛
龍
覇
皇
剣
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

武
蔵
の
片
手
突
き
が
、
小
次
郎
の
左
足
を
貫
通
！ 

小
次
郎
「
ぐ
あ
あ
ッ
！
（
転
が
る
）
」 

武 

蔵
「
さ
す
が
だ
な
…
本
来
な
ら
ば
心
の
臓
を
貫
い
て
い
た
筈
だ
が
…
生 

 
 

 
 

か
し
て
お
け
ば
、
い
ず
れ
夜
叉
の
邪
魔
に
な
る
。
（
血
染
め
の
長 

 
 

 
 

刀
を
構
え
る
）
次
は
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
び
跳
ね
て
か
わ
せ
ま
い
」 
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○
グ
ラ
ウ
ン
ド 

  
 

 
 

 
 

 

時
計
が
か
っ
き
り
４
時
。
敵
方
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
ス
ラ
イ 

 
 

 
 

 
 

 

ダ
ー
を
投
げ
る
。
横
風
の
突
風
が
吹
い
て
、
棒
球
に
な
る
。 

蘭 

子
「
来
た
！ 

そ
れ
を
狙
え
！
」 

 

○
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
裏 

  
 

 
 

 
 

 

同
じ
突
風
が
吹
く
。 

闇 

鬼
「
な
ん
だ
！
？
…
こ
の
風
は
…
！
？
」 

 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド 

  
 

 
 

 
 

 

打
者
、
ジ
ャ
ス
ト
ミ
ー
ト
。打
っ
た
打
球
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
。 

 
 

 
 

 
 

 

「
９
回
裏
」
の
板
を
ブ
チ
破
る
。 

 

○
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
裏 

  
 

 
 

 
 

 

そ
の
ボ
ー
ル
を
素
手
で
受
け
止
め
る
男
（
竜
魔
）。 

竜 

魔
「
な
ん
だ
小
次
郎
。
た
か
が
夜
叉
一
人
に
苦
戦
し
て
い
る
の
か
？
」 

小
次
郎
「
竜
魔
の
あ
ん
ち
ゃ
ん
！
」 

武 

蔵
「
お
、
お
前
達
は
！
」 

竜 

魔
「
風
魔
一
族
」 

 
 

 
 

 
 

 

竜
魔
の
脇
に
は
、
劉
鵬
、
項
羽
、
霧
風
、
麗
羅
、
兜
丸
。 

竜 

魔
「
竜
魔
」 

劉 

鵬
「
劉
鵬
」 

項 

羽
「
項
羽
」 

霧 

風
「
霧
風
」 

麗 

羅
「
麗
羅
」 

兜 

丸
「
兜
丸
」 

 
 

 
 

 
 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
得
物
を
構
え
る
夜
叉
八
将
軍
。 

項 

羽
「
夜
叉
の
忍
び
…
一
人
怪
我
人
を
の
ぞ
く
と
、
残
り
は
９
人
か
」 

劉 

鵬
「
こ
っ
ち
は
６
人
じ
ゃ
」 

霧 

風
「
小
次
郎
を
入
れ
て
７
人
だ
ろ
う
？ 

数
に
入
れ
て
や
れ
よ
」 
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麗 

羅
「
は
や
く
や
っ
ち
ゃ
お
う
よ
。
先
手
必
勝
だ
よ
？
」 

竜 

魔
「
ま
あ
待
て
。（
懐
か
ら
巻
き
物
を
取
り
出
す
）
夜
叉
の
一
族
。
小 

 
 

 
 

次
郎
の
援
軍
と
し
て
風
魔
の
里
か
ら
選
ば
れ
て
き
た
戦
士
、
全
部 

 
 

 
 

で
８
人
の
名
だ
」 

小
次
郎
「
な
ん
だ
な
ん
だ
勝
手
に
出
て
き
や
が
っ
て
！
こ
い
つ
は
オ
レ
の
ケ 

 
 

 
 

ン
カ
だ
ぜ
！
？
」 

竜 

魔
「
赤
星
の
矢
で
夜
叉
八
将
軍
が
出
て
き
た
ん
だ
。
も
は
や
小
次
郎
、 

 
 

 
 

オ
マ
エ
一
人
の
ケ
ン
カ
じ
ゃ
な
い
。
風
魔
と
夜
叉
の
ケ
ン
カ
だ
」 

項 

羽
「
ま
あ
…
五
百
年
ぐ
ら
い
続
く
ケ
ン
カ
だ
け
ど
ね
」 

陽 

炎
「
や
る
の
か
！
風
魔
！
」 

竜 

魔
「
古
式
の
作
法
に
の
っ
と
り
…
一
人
ず
つ
闘
い
あ
う
形
式
で
い
こ
う 

 
 

 
 

で
は
な
い
か
。
あ
と
２
人
遅
れ
て
く
る
が
、
我
ら
風
魔
は
計
９
人
、 

 
 

 
 

９
対
９
で
人
数
は
合
う
」 

壬 

生
「
９
対
９
だ
と
？
…
オ
レ
を
人
数
に
入
れ
て
い
な
い
な
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
葉
杖
の
壬
生
、
く
や
し
そ
う
に
独
り
言
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

竜
魔
、
巻
き
物
を
渡
す
。
武
蔵
、
う
け
と
る
。 

武 

蔵
「
風
魔
の
戦
士
の
名
…
こ
の
武
蔵
、
た
し
か
に
受
け
取
っ
た
」 

竜 

魔
「
で
は
あ
ら
た
め
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

再
び
突
風
が
吹
く
。 

武 

蔵
「
う
！
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

消
え
て
い
る
風
魔
。
血
染
め
の
木
刀
に
絡
ま
っ
て
い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

巻
物
の
メ
ン
バ
ー
表
。 

 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド 

  
 

 
 

 
 

 
 

ホ
ー
ム
ラ
ン
し
た
打
者
を
迎
え
て
い
る
チ
ー
ム
。 

蘭 

子
「
し
か
し
小
次
郎
の
言
う
通
り
ド
ン
ピ
シ
ャ
だ
っ
た
よ
！
」 

姫 

子
「
小
次
郎
が
白
凰
に
来
て
、
こ
れ
で
二
連
勝
で
す
ね
！
」 

蘭 

子
「
と
こ
ろ
で
小
次
郎
は
？
」 

姫 

子
「
あ
、
お
友
達
が
来
た
と
か
で
（
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
）
」 

蘭 

子
「
友
達
？
」 

 

○
夜
、
柳
生
屋
敷 
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タ
イ
ト
ル
『
白
凰
学
院
武
道
指
南
役 

柳
生
蘭
子
屋
敷—

—
—

』 

  
 

 
 

 
 

 
 

布
団
の
中
に
寝
か
さ
れ
た
小
次
郎
。
風
魔
た
ち
が
周
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
囲
む
。
小
次
郎
、
蘭
子
に
左
足
を
触
ら
れ
る
。 

小
次
郎
「
い
っ
で
！
」 

蘭 

子
「
バ
カ
言
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
よ
！
あ
の
試
合
中
に
誠
士
館
の
武
蔵
と 

 
 

 
 

や
り
合
っ
て
た
っ
て
の
か
い
！
？
」 

小
次
郎
「
そ
う
だ
よ
名
誉
の
負
傷
…
っ
て
い
う
か
、
あ
の
ま
ま
続
け
て
り
ゃ 

 
 

 
 

武
蔵
を
一
発
で
ブ
ッ
倒
し
て
た
所
だ
ぜ
？
そ
れ
を
と
ん
だ
邪
魔
が 

 
 

 
 

入
っ
て
」 

麗 

羅
「
邪
魔
は
ひ
ど
い
よ
小
次
郎
く
ん
」 

兜 

丸
「
そ
う
だ
。
そ
の
傷
も
早
く
手
当
て
し
な
け
れ
ば
左
足
を
切
断
し
か 

 
 

 
 

ね
な
い
傷
。
そ
れ
ほ
ど
武
蔵
の
打
ち
込
み
は
正
確
だ
っ
た
」 

竜 

魔
「
（
蘭
子
に
）
…
我
々
は
風
魔
一
族
で
す
。
風
魔
総
帥
の
命
に
よ
り
、 

 
 

 
 

夜
叉
八
将
軍
を
倒
す
為
に
馳
せ
参
じ
ま
し
た
（
一
同
礼
）
」 

蘭 

子
「
夜
叉
八
将
軍
」 

霧 

風
「
誠
士
館
の
側
に
つ
い
た
夜
叉
一
族
の
中
で
も
最
強
の
八
人
。
…
こ 

 
 

 
 

と
は
白
凰
学
院
と
誠
士
館
の
間
の
問
題
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
の 

 
 

 
 

で
す
」 

小
次
郎
「
ふ
ざ
け
ん
な
よ
！
こ
い
つ
は
オ
レ
の
ケ
ン
カ
だ
よ
！
」 

劉 

鵬
「
足
治
し
て
か
ら
言
え
！
（
と
左
足
を
殴
る
）
」 

小
次
郎
「
い
っ
で
！
」 

 

○
後
日
、
病
室 

 

看
護
士
「
あ
ら
、
絵
里
奈
ち
ゃ
ん
今
日
は
風
を
入
れ
て
も
怖
く
な
い
の
？
」 

絵
里
奈
「
ハ
イ
。
…
今
日
は
風
が
気
持
ち
い
い
の
」 

 
 

 
 

 
 

 

と
、
病
院
の
壁
に
矢
文
が
届
く
。 

看
護
士
「
な
、
な
に
！
？ 

矢
！
？
」 

絵
里
奈
「
あ
…
小
次
郎
か
ら
だ
わ
。
古
風
な
お
手
紙
（
笑
）
」 

 
 

 
 

 
 

 

手
紙
に
は
、
『
ト
モ
ダ
チ
の
エ
リ
ナ
へ
』
と
。 

看
護
士
「
小
次
郎
っ
て
…
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

外
を
見
る
絵
里
奈
。 

絵
里
奈
「
新
し
い
友
達
な
の
。
風
の
使
者
の
小
次
郎
さ
ん
は
…
今
日
は
ど
ん 
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な
風
を
吹
か
せ
て
る
の
か
な
…
」 

 
 

 
 

 
 

 

指
を
し
め
ら
せ
て
、
空
に
か
か
げ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
つ
づ
く
』 

 

● 

Ｃ
Ｍ 

 

●
エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

 

○
次
回
予
告 

 

竜 

魔
『
白
凰
学
院
に
つ
く
風
魔
一
族
と
、
誠
士
館
に
つ
く
夜
叉
一
族
の
、 

 
 

 
 

全
面
戦
争
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
さ
れ
た
…
。
小
次
郎
の
怪
我
が 

 
 

 
 

治
る
ま
で
、
ま
ず
は
こ
の
長
兄
、
独
眼
竜
の
竜
魔
が
出
る
！ 

次 

 
 

 
 

回
風
魔
の
小
次
郎
「
風
魔
死
鏡
剣
」
に
御
期
待
下
さ
い
』 

  


